
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１４教区第２６７番東禅寺 

住所：福島県双葉郡広野町大字折木字高萩２４０ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡、開山堂が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の影響があるが、寺院所在地の放射能線量は低いと考えてい

る。 

・二世代で暮らしていたのが住職世帯だけとなり、次男夫婦が町外に移転

した。 

・檀信徒の離散や放射能汚染、経済的問題、帰郷できないことや家族が避

難を強いられている等の問題を抱えている。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった方や放射能汚染の影響により避難を強いら

れている檀家がある。転居先が広範囲で、居住先が把握できない方もい

る。 

地域の現状 － 

復興の状況 ・８割程度復旧が進んでおり、３年以内の完了を目指している。 

（H25.8.28現在） 


